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国立大学法人神戸大学学長選考・監察会議規則第３条第４号に規定する学長の業務執行状況の

確認について、以下のとおり取り扱うこととする。 

 

 

１ 実施時期 

 

学長の業務執行状況の確認は、本学学長の任期（４年）を踏まえ、２年ごとに実施するものとし、

学長就任３年目となる年度及び学長就任４年目となる年度に開催される学長選考・監察会議にお

いてそれぞれ実施する。 

また、学長が再任された場合においては、その任期（継続して６年を超えることはできない）を

踏まえ、再任２年目となる年度に開催される学長選考・監察会議において実施する。 

なお、学長が１年を超える任期を残して、解任され又は欠員となった場合の後任者に対する実施時

期については、その都度定めるものとする。 

 

 
２ 実施方法 

 

学長選考・監察会議は、学長選考において表明された「所信表明書」等に基づき、対象となる期間

の業務執行状況に関する資料の提出及び口頭による説明を学長に求める。 

学長選考・監察会議は、提出された資料及び口頭による説明の内容を踏まえ、学長等との意見交

換を通じて、業務執行状況を確認する。 

学長の業務執行状況の確認に際し、学長選考・監察会議に監事等の出席を求め、意見を聴くことが

できるものとする。 

 

 

３ 公表の取り扱い 

 

学長選考・監察会議は、学長の業務執行状況の確認結果を本学ホームページにて公表する。 

 

 

４ 意見交換会 

 

前各項１～３に定めるもののほか、学長選考・監察会議は学長の業務執行状況の把握のために学長

及び監事と意見交換会を実施することができるものとする。なお、意見交換会の実施方法等は、学長

選考・監察会議において別に定めるものとする。 


